
 
 
 

ま え が き 

 

パンジャービー語またはパンジャーブ語と呼ばれる言語は，パキスタンとインドにまたがるパン

ジャーブ地方で話されている，インド・ヨーロッパ語族のインド語派に属する言語である．パンジャ

ーブという名称は，ペルシア語で「５」を意味する「パンジ」と，「水」を意味する「アーブ」に由来し，

インダス水系の「５つの川」が流れる大地を表す．パンジャーブ地方の西側を中心にした大半の

地域はパキスタンに属し，東側の一部がインドに属し，それぞれ州を形成している．パンジャービ

ー語は，パキスタンでは，その人口のほぼ半数の約８千万人が母語とする最大の民族語である．

インドでは，約３千万人の母語であり，憲法にも「主要言語の一つ」と記載され，パンジャーブ州

の公用語になっている．インドにおける日系企業の拠点が集中している首都デリーとハリヤーナ

ー州にもパンジャービー語を母語とする人は多く，それぞれの地域の公用語の一つになってい

る．パンジャービー語の母語話者は，パキスタンとインドの両国内に限らず，移民として世界各地

にコミュニティーを形成している．英国だけでも約 230 万人，全世界では 700 万人以上のパンジ

ャービー語の母語話者が，移民として存在すると推測される． 

パンジャービー語は，パキスタンではアラビア系のシャームキー文字で表記され，インドではイ

ンド系文字の一つであるグルムキー文字で表記される．パンジャービー語を学習する人が利用

できるように，それぞれの表記による入門書・文法書・語彙集・読本などが，日本でもこれまでに

出版されている．本辞典は，グルムキー文字で表記した「パンジャービー語・日本語辞典」と「日

本語・パンジャービー語小辞典」である．インド系文字の中ではデーヴァナーガリー文字の既習

者が多いという学習環境を考慮し，「パンジャービー語・日本語辞典」の見出し語についてはデ

ーヴァナーガリー文字による表記も併記した． 

パンジャービー語は，他のインド・アーリア諸語と同じく，古い歴史を有し確固たる命脈を保持

している民族語であるが，ウルドゥー語やヒンディー語などと比べると公用語としての歴史は浅く，

標準パンジャービー語による教育の整備も現在その途上にあると言える．つづりの表記や標準

文法などの統一については依然不確定な要素も多く，今後のパンジャービー語の教育・研究の

発展とともに成果が得られるものと思われる．当然のことながら，日本においてはパンジャービー

語の教育が公的な場所で行われることは稀で，その研究も緒に就いたばかりである．本辞典は，

そのような歴史の中で，パンジャービー語の研究に携わるパンジャーブ州内外の大学その他の

研究機関や，個々の研究者たちの挙げた成果を参考にして編纂したものである． 

本辞典の編纂については，その手順の構築に始まり，フォントの整備から版下の作成にいたる

まで，その過程のすべてを東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の町田和彦氏にご

尽力いただいた．これまで町田氏がインド系文字を用いる諸言語の辞書編纂のための基盤とし

て開発された基本構造を生かし，例えば発音表記では，デーヴァナーガリー文字を用いたヒンデ
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ィー語の辞書における潜在母音の発音の有無の表記法をそのまま採用し，パンジャービー語特

有の声調については新たに表記法を加えるなど，グルムキー文字表記によるパンジャービー語

の辞書に適するプログラムを作成していただいた．また，文部科学省の COE 拠点形成・特別推

進研究(COE)「アジア書字コーパスに基づく文字情報学の創成（ＧＩＣＡＳ）」（2001-2005 年度，

研究代表：ペーリ・バースカララーオ氏）のプロジェクトの一つである辞書編纂研究会（主査：町田

和彦氏）においては，内田紀彦氏，野口忠司氏，高島淳氏，峰岸真琴氏，星泉氏，澤田英夫氏

に多くの面でご指導いただいた．本辞典の出版を担当していただいた三省堂編集部の柳百合

氏には構成と内容について貴重な助言をいただいた．本辞典の出版のためにご尽力くださった

方々に，心から感謝申し上げたい． 

2015 年 3 月 23 日  

岡 口 典 雄  
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この辞典の使い方 

本辞典は，「パンジャービー語・日本語辞典」と「日本語・パンジャービー語小辞典」から成る．

ここでは，「パンジャービー語・日本語辞典」について，その使い方を説明する．「日本語・パンジ

ャービー語小辞典」については，p.804 を参照されたい． 

Ⅰ．見出し語 
表記に用いる文字 

見出し語は，パンジャービー語に固有の文字であるグルムキー文字で表記し，インド系文字の

中ではグルムキー文字よりはるかに使用範囲の広いデーヴァナーガリー文字による表記も（ ）付

きで示した．サンスクリット語・ヒンディー語・ネパール語などの学習でデーヴァナーガリー文字に

慣れている人には，この二つの文字による表記が役に立つはずである．ただし，デーヴァナーガ

リー文字の子音字 घ，झ，ढ，ध，भ で便宜的に表記した部分のパンジャービー語の発音は有気
音ではなく，声調を伴う音になる．また，ह で表記した部分の発音も，その多くが，子音 h の音を
消失して，声調を伴った音になる．これらの部分については，デーヴァナーガリー文字をそのまま

発音せず，声調記号を付けて転写した表記から発音の情報を得ていただきたい． 

配 列 

 本辞典における見出し語の配列は，次の原則に従っている．基本形３５文字（１～３５）・母音

字（１～１０）・母音記号（１～１０）の順番を数字で示すと，以下のようになる．グルムキー文字の基

本形は，母音字の基となる３文字（１～３）と子音字の３２文字（４～３５）から構成される．母音字の

３種の基本形から１０種の母音字が形成され，３２種の子音字にはその上下左右に母音を表す記

号（以下,母音記号）が付加される．同じ１０種の母音を表すものであっても，母音字と母音記号

では配列の順番が異なる． 

１．基本形３５文字 

1 ੳ ２ ਅ ３ ੲ ４ ਸ（ਸ਼） ５ ਹ 
６ ਕ（ਕ਼） ７ ਖ（ਖ਼） ８ ਗ（ਗ਼） ９ ਘ １０ ਙ 

１１ ਚ １２ ਛ １３ ਜ（ਜ਼） １４ ਝ １５ ਞ 

１６ ਟ １７ ਠ １８ ਡ １９ ਢ ２０ ਣ 
２１ ਤ ２２ ਥ ２３ ਦ ２４ ਧ ２５ ਨ 
２６ ਪ ２７ ਫ （ਫ਼） ２８ ਬ ２９ ਭ ３０ ਮ 
３１ ਯ ３２ ਰ ３３ ਲ（ਲ਼） ３４ ਵ ３５ ੜ 
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２．母音字 

母音字の基となる３文字（「１．基本形３５文字」の表の１～３）から形成される１０種の母音字は，

次の順番に配列される． 

 

1 ਉ ２ ਊ ３ ਓ ４ ਅ ５ ਆ 

６ ਐ ７ ਔ ８ ਇ ９ ਈ １０  ਏ 
 

３．母音記号 

子音字に付加される母音記号は，次の順番に配列される．  ़ は任意の子音字を表す．同じ
子音字に母音記号が付いている場合は，下記の母音記号の順番に配列されることになる． 

 

1 ़  ２ ਾ  ３ ਿਾ ４ ਾ  ５ ਾ  

６ ਾ  ７ ਾ  ８ ਾ  ９ ਾ  １０ ਾ  

 

４．鼻音化記号・促音化記号・付加文字・下点付きの文字 

パンジャービー語では，細部にわたり統一した基準を持つ辞書編纂法はまだ確立されていな

い．これら細部については，各辞書によって異なっているのが現状である．また辞書によっては，

一貫した細部の規則がないままに作られている場合もある．本辞典では，編者の判断によって次

の規則を立てている． 

以下に示す，①鼻音化記号，②促音化記号，③付加文字，④下点付きの文字を含むつづり

の配列は，これら４種の条件のあるものとないものを同列に扱い，１．～３．の表中に示した母音

字・子音字・母音記号の配列の原則に従って見出し語を配列した後，第二次的に適用するべき

規則とする．パンジャービー語には，語の発音やつづり字の変種が多いため，①～④の条件の

有無を第二次的な規則として設定することによって，それらの変種を互いに近い位置にまとめて

示すことができるからである． 

① 鼻音化記号（ティッピー  ੰ ，ビンディー  ੰ ）が付いている文字は，この記号が付いていな
い文字の前に配列する．例えば，ਕੰਮ は ਕਮ の前，ਨ ਾਂ は ਨ の前になる． 

② 促音化記号（アダク  ੰ ）が付いている文字は，この記号が付いていない文字の後に配列す
る．例えば，ਪੱਤ は ਪਤ の後，ਦਦੱਲੀ は ਦਦਲੀ の後になる． 

* ①＋② 鼻音化または促音化の記号が付いている文字と付いていない文字の配列をまとめて 

例示すると，ਸੰਤ,ਸਤ,ਸੱਤ の順になる． 
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③ 下部に付加文字の付いた子音字（ ਪਰ, ਨਹ, ਸਵ など）は，発音上は潜在母音（母音記号を伴わ

ない子音字が含んでいる短母音 a） を介さない，子音字と付加文字の二つの子音の結合を
表す．しかし，その配列は，二つの子音字が横に並んだつづりと同列に扱う．二つの子音字が

横に並んだものであるか，付加文字の付いた子音字であるかの違いを除けば同じつづりであ

る場合には，付加文字の付いた子音字を後に配列する．つまり，付加文字付きの子音字は，

その子音字と３５番目の文字との組み合わせが終了した後や，１０種の母音記号との組み合わ

せが終了した後の順番ではなく，潜在母音 a を介するつづりの直後に現れる．例えば，ਪਰ の
つづりは ਪੜ や ਪੌ のつづりの後ではなく，ਪਰ のつづりの後，ਨਹ のつづりは ਨੜ や ਨ ੌのつ
づりの後ではなく，ਨਹ のつづりの後に現れる． 

④ 下点付きの文字 （ ਸ਼, ਕ਼, ਖ਼, ਗ਼, ਜ਼, ਫ਼, ਲ਼ ） は，下点の付かない元の文字と発音は異
なるが，下点のない元の文字と同列に扱う．下点の有無を除けば同じつづりである場合には，

下点のない文字を前，下点のある文字を後に配列する．例えば，ਸ਼ ਹ は ਸ ਹ の後になる． 

同つづりの見出し語 

語源・語義を異にしながら同じつづりを持つ複数の見出し語 (homograph) は， ¹, ², ³,…
などの数字を右肩に付け，区別して示す．語義解説中の → の後や語源情報の［ ］内におい

ても，これらの表記を用いて区別する． 

 

Ⅱ．発音表記 

発音上の参考となる転写記号を，各見出し語の後の / / 内に示した．一つの見出し語につ

いて二通りの発音がある場合は，/ / の中を | で分割して，両音を併記した．/ / の中に示し

たこの発音表記は，国際音声字母（ＩＰＡ）による表記ではなく，ラテン文字を主体とする一種の転

写記号を使用した表記である．グルムキー文字で表記したパンジャービー語の発音表記として

は，文字に対応した転写記号を用いた表記の方が国際音声字母による表記よりも理解しやすい

からである． 

転写記号の後には，カタカナ表記（カナ発音）を加えた．いうまでもなくカタカナ表記には限界

があり，これはあくまで便宜的な表記である．日本語にはない有気音や反り舌音，またパンジャー

ビー語特有の声調などはカタカナでは表記できず，鼻母音と鼻子音の区別などもできない．より

正確な発音情報は，転写記号による発音表記を参照していただきたい． 

グルムキー文字の字母・記号にはすべて名称があり，それらは見出し語として取り上げてある．

文字の名称は，そのままその文字の読み（発音）になる．したがって，一つの文字の見出しであっ

ても，その発音表記は文字の名称の発音表記（例えば，ਕ は kaではなく kakkā）となる． 
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グルムキー文字の基本となる母音字・母音記号・子音字と，/ / 内に示した転写記号との対

応関係は，「２．母音字・母音記号・子音字」に示した表を参照していただきたい．その他の文字・

記号類と転写記号との対応関係についても，以下に示した． 

 

１．声調と，発音されない潜在母音 a 
母音記号を伴わない子音字は，本来，短母音 a を含んでいる．この短母音 a は，便宜的に

潜在母音と呼ばれる．語中の潜在母音 a は，発音されたり発音されなかったりする．本辞典の転
写記号による表記の中には，発音される潜在母音と発音されない潜在母音についての情報が含

まれている．この潜在母音は，転写記号ではaで表されるが，実際は，国際音声字母əで表示さ
れるシュワー schwa と呼ばれる音で，唇に力を入れず小さな口の開きのまま発音する，あいま

い母音の「ア」である．発音される音は，そのまま a と表示し，発音されない音は斜線を加えた a ̸
で表示した． 

本辞典には，さらにパンジャービー語の大きな特徴となっている２種類の声調 tone（高声調

［高降り声調］ high tone，低声調［低昇り声調］ low tone）についての情報も発音欄に示した．

これらの表記には，次の記号を使用した． 

 

a̸ は，発音されない潜在母音 a を表す． 

  ̂ は，その音節が高声調（高降り声調） high tone を伴うことを表す． 

    ［高声調は，高降りアクセント rising accent とも呼ばれる．］ 

   ̌ は，その音節が低声調（低昇り声調） low tone を伴うことを表す． 

    ［低声調は，低昇りアクセント falling accent とも呼ばれる．］ 

 

声調を伴う音節を表記する６種の文字   ਹ, ਘ, ਝ, ਢ, ਧ, ਭ が，転写記号ではどのように表

記されるか，「２．母音字・母音記号・子音字」に示した表中の表示の読み方を予め解説してお

く． 

 ਹ h , ̂ , ̌  とあるのは， ਹ h     ਹ ̂     ਹ ̌   を一つにまとめて示した
もので， ਹが子音 hのまま発音されるか，あるいは，hの音が消失し，高声調または 低声調とし

て発音されることを意味する． 

 ਘ  k ˇ,  g ˇ,  ˆ g  とあるのは， ਘ  k ˇ    ਘ  g ˇ    ਘ  ˆ g   を一つにま
とめて示したもので，ਘ が低声調を伴う音節の初めの子音 k で発音されるか，あるいは低声調を

伴う音節の初めの子音 g，または高声調を伴う音節の後の子音 g で発音されることを意味する． 

ਝ, ਢ, ਧ, ਭ についても，ਘ の場合と同じ解釈をすればよい． 
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２．母音字・母音記号・子音字 

パンジャービー語の母音字・母音記号・子音字とその転写記号を，一覧表の形で以下に示す．

表中の  ़ は，任意の子音字を表す． 

母音記号を伴わない子音字は，単独の表記では潜在母音 a を伴って発音されるが，表中の

子音字の転写記号では，a を取り除いた子音のみを（例えば，ਪ は paではなく p と）示してある． 
 

ਅ a ਇ i  ਉ u ਏ e ਓ o   

ਆ ā ਈ ī  ਊ ū ਐ ai ਔ au   

़  a ਿੰ i   ੰ u  ੰ e  ੰ o   

ੰ  ā ੰ  ī   ੰ ū  ੰ ai  ੰ au   

ਸ s ਹ h ,  ˆ ,  ˇ       

ਕ k ਖ kʰ ਗ g ਘ k ˇ,  g ˇ,   ˆ g ਙ ṅ 

ਚ c ਛ cʰ ਜ j ਝ ਝ c ˇ,   j ˇ,   ˆ j ਞ ñ 

ਟ ṭ ਠ ṭʰ ਡ  ḍ ਢ ṭ ˇ,  ḍ ˇ,  ˆ ḍ ਣ ṇ 

ਤ t ਥ tʰ ਦ d ਧ t ˇ,  d ˇ,  ˆ d ਨ n 

ਪ p ਫ pʰ ਬ b ਭ p ˇ,  b ˇ,  ˆ b ਮ m 

ਯ y ਰ r ਲ l ਵ w ,  v ੜ ṛ 
ਸ਼ ś ਕ਼ q ਖ਼ x ਗ਼ ǧ    

ਜ਼ z ਫ਼ f ਲ਼ ḷ      
 

ਵ は，w と v の両方の音の表記に用いられる．本辞典では，見出し語ごとに，比較的出現頻

度の高いと思われるいずれか一方の音の転写記号で表記したが，実際には，どちらの音によっ

ても発音される場合が多いので，その点注意していただきたい． 

ਕ਼ q と ਲ਼ ḷ は，それぞれ ਕ k と ਲ l で代用され，下点の付かない後者の文字の発音になる
のが普通である．本辞典でも，ਕ਼ と ਲ਼ は語のつづりには用いず，すべて ਕ と ਲ で統一した． 
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各文字・記号の音韻の解説は，それぞれの名称を見出し語とする項目に記述したので，ここで

は個々の発音の解説は省略する．以下に，母音と子音の音韻表のみを示す． 

母 音 
 

 前舌 中舌 後舌 

狭     ī 
     i 

         ū 
       u 

半狭        e       a        o 
半広 ai au 
広        ā   

子 音    パンジャービー語には，有声有気音 gʰ, jʰ, ḍʰ, dʰ, bʰ はない．  
   

両唇 
音 

唇歯 
音 

歯音 歯茎 
音 

反り 
舌音 

硬口 
蓋音 

軟口 
蓋音 

口蓋 
垂音 

声門 
音 

 
閉 
鎖 
音 

無声 
無気 p  t  ṭ  k  q    
有気 pʰ  tʰ  ṭʰ  kʰ    

有声 無気 b  d   ḍ  g    
 
破 
擦 
音 

無声 
無気      c     
有気      cʰ     

有声 無気      j     
鼻 
音 

有声  m  n  ṇ ñ ṅ    
側 
音 

有声     l ḷ       
弾 
音 

無声      ṛ      
顫 
動 
音 

有声     r      
 
摩 
擦 
音 

無声   f  s, ś  ( ś )  x   h 
有声     z   ǧ    

半 
母 
音 

有声  w v  ( l, r )  y    

 

３．鼻音化を表す二つの記号（ティッピー ੰ ，ビンディーੰ  ） 

鼻音化を表す記号であるティッピーੰ  とビンディーੰ は，その母音・子音が鼻音であることを
表す．つまりこの記号には，記号が付いた母音の鼻母音としての発音を表す用法と，直後の子音

と同じ調音点（発音する際の舌の位置）の鼻子音を表す用法の二つがある．以下，ティッピーとビ

ンディーが，鼻母音化を表す場合を転写記号 ̃ で示し，鼻子音を示す場合はそれぞれの鼻
子音の転写記号（ṅ, ñ, ṇ, n, m）に置き換えて示した． 
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ティッピーとビンディーの付いた母音字が鼻母音を表す場合 

ਅੰ ã ਇੰ ĩ ਉ ਾਂ ũ ਏਾਂ ẽ ਓਾਂ õ 

ਆਾਂ a ̄̃ ਈਾਂ i  ̄̃  ਊ ਾਂ u ̄̃ ਐਾਂ ãĩ ਔ ਾਂ ãũ 
 

ティッピーとビンディーの付いた母音記号が鼻母音を表す場合 

ティッピー ੰ と ビンディーੰ  が付いた鼻母音の転写記号を，子音字 ਕ（k）に付く例で具
体的に示す． 

ਕੰ kã ਦਕੰ kĩ ਕ  ੰ kũ ਕੇਂ kẽ ਕੋਂ kõ 

ਕ ਾਂ ka ̄̃ ਕੀਂ ki  ̄̃  ਕ  ੰ  ku ̄̃ ਕੈਂ kãĩ ਕੌਂ kãũ 
 

ティッピーが鼻子音を表す場合 

ティッピー ੰ  が，直後の子音と同じ調音点の鼻子音を表す用法を，５種の鼻子音（ṅ, ñ, ṇ, 
n, m）になる例について，それぞれ具体的な単語によって示す． 

ਰੰਗ /raṅga̸/  ਬੰਦ /banda̸/ 
ਪੰਜ /pañja̸/  ਅੰਬ /amba̸/ 
ਦਪਡੰ /piṇḍa̸/    

 

４．促音化を表す記号 （アダク ੰ  ） 
日本語では，促音すなわち「つまる音」を表すために，小さなかな文字「っ」を用いるが，これと

同じ働きをするのがアダク（アッダク）である．つまりアダクは，直後の音節の子音を重ねて（重子

音として）発音することを示す記号である．発音表記は，この同じ子音字を連続させた表記となる．

ただし，有気音を表す子音字の直前にアダクが付いた場合は，連続する子音字のうちの前の子

音字は，有気音でない表記となる．例えば，ਇੱਛ の転写記号は /icʰcʰā/ではなく，/iccʰā/と
なる．また，ਦਵੱਈਆ，ਮ ਹੱਈਆ，ਰਵੱਈਆ などいくつかの語では，アダクが子音字の直前でなく母

音字ਈ の直前に付く，ਾ ਈਆやੰ ਈ などのつづりも用いられる．これは，元は半母音/y/を表
す子音字 ਯ の直前にアダクの付くੰ ਯ やੰ ਯ などのつづりであった語で，半母音 ਯ  /yā/
や ਯੀ /yī/の部分が母音 ਈਆ /īā/や ਈ /ī/として発音され，母音字でつづられるようになっ
た後も，アダクが慣用的に残ったものと推察される．この場合のアダクは，重子音ではなく母音の

前に強勢があることを表す．母音字 ਈ の直前にアダクの付く語は，実際には，アダクのあるつづ

りとないつづりのどちらもが用いられている．ਦਵਈਆ，ਮ ਹਈਆ，ਰਵਈਆ など，本辞典の見出し

語では，アダクのないつづりのみを示した． 
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５．子音字の付加文字 

子音字の下部に付ける付加文字には３種類ある．r，w（v），h の音を表す文字である．いずれ
も，本来は二つの子音の結合を表記するためのもので，前の子音字はそのままの形で残り，後ろ

の子音字が小さな付加文字として前の子音字の下に付く方式である．下に付く小さな文字のうち，

ਰ は，左端が丸まって右下に向けて尻尾の伸びたおたまじゃくしのような字形に変わる．ਵ と ਹ 
は，そのままの形を縮小した字形になる． 

 子音字 ਰ （r）との子音結合，sra，śra，kra，gra，ṭra，ḍra，tra，dra，pra，fra，bra，mra 
は ਸਰ ，ਸ਼ਰ ，ਕ੍ਰ ，ਗਰ ，ਟਰ ，ਡ੍ਰ ，ਤ੍ਰ ，ਦ੍ਰ ，ਪਰ ，ਫ਼ਰ ，ਬਰ ，ਮਰ のように表記される．また，子音字 ਵ  （w，v）
との子音結合 swa （sva），dwa （dva）は ਸਵ ，ਦਵ のように表記される．これらは，見出し語の配
列に際しては，二つの子音字が並んだつづり，ਸਰ ，ਸ਼ਰ ，ਕਰ ，ਗਰ ，ਟਰ ，ਡਰ ，ਤਰ ，ਦਰ ，ਪਰ ，
ਫ਼ਰ ，ਬਰ ，ਮਰ ，ਸਵ ，ਦਵ と同列に扱う．このことからもわかるように，付加文字を用いるつづり
は，付加文字を用いずに二つの子音字を並べたつづりの異つづりとして，同一語を表す．本来，

付加文字を用いるつづりは，潜在母音aを介さない二つの子音の結合 sr，śr，kr，gr，ṭr，ḍr，tr，
dr，pr，fr，br，mr，sw（sv），dw（dv）を表し，子音結合であることを意識した発音では，つづり
に則した発音がなされる．しかし，子音結合を意識しない発音では，母音を介した sar，śar，
kar，gar，ṭar，ḍar，tar，dar，par，far，bar，mar，saw （sav），daw （dav） という発音がな
される．本辞典の発音表記では，子音結合としての発音をまず示し，その横の（ ）内に母音を介

した発音を示した． 
 子音字 ਹ （h）との子音結合は，ਗਹ ，ਨਹ ，ਮਹ ，ਰਹ ，ਲਹ ，ਵਹ ，ੜਹ のように表記される．ਹ を縮
小した付加文字の付いたこの表記では，子音 h の音は消失し，声調を伴う発音になる（「１．
声調と，発音されない潜在母音 a」を参照）． 

６．子音字 ਯ との子音結合 

 子音字 ਯ （y）との子音結合は，下部に付加文字を付ける方式でなく，後ろの子音字 ਯ の左

端の部分が消えた字形 ਯ੍ を右に並べる．付加文字の付く３種の子音結合の場合と同じく，前の

子音字はそのままの形で残る．ਸ਼ਯ੍，ਹਯ੍，ਖ਼ਯ੍，ਗਯ੍，ਜਯ੍，ਤਯ੍，ਨਯ੍，ਪਯ੍，ਬਯ੍，ਵਯ੍ などのつづりが
その例で，それぞれ子音結合 śy，hy，xy，gy，jy，ty，ny，py，by，wy（vy）を表す．rやw（v）
との子音結合の場合と同じく，子音結合を意識しない発音では，母音 a を介した発音となる． 

Ⅲ．合成語・派生語 

既出の見出し語どうしが結合して別の一語を形成した合成語は，既出の見出し語の項目の中

に含め ❒ を付けて示すか，または別個の見出しを立てた．前者の場合には語義のみを示し，

品詞や発音の情報は示さない． 

既出の見出し語に接尾辞や接頭辞が結合して別の一語を形成した派生語については，別個

の見出しを立てた． 
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Ⅳ．品 詞 

品詞名は，英語の名称の略語を用いて表示した． 
 

 m. 男性名詞 vi. 自動詞 conj. 接続詞 

 f.   女性名詞 vt. 他動詞 pref. 接頭辞 

 m. f.  両性名詞 adj. 形容詞 suff. 接尾辞 

 〈男女両性で使用される名詞〉 adv. 副詞 prep. 前置詞 

 pron. 代名詞 int. 間投詞 postp. 後置詞 

*整数に限り，下記のように数詞の表示を付した．ただし，０（ゼロ）・分数・小数は数詞としては表示せず
名詞・形容詞の範囲の表示にとどめた．例えば，ਦਤਹ ਈ 「３分の１」には女性名詞，ਢ ਈ「２と２分の１の」
「２．５の」には形容詞の表示を付した． 

 ca.num. 基数詞 ( cardinal  numeral )  

 or.num. 序数詞 ( ordinal  numeral ) 

*男性名詞・女性名詞としての数詞には，下記のように男性 (m.)・女性 (f.) の表示を加えた． 

 ca.num.(m.) 基数詞（男性名詞） ca.num.(f.) 基数詞（女性名詞） 
 

 

Ⅴ．語 義 

１．語義区分 

語義の区分には 1，2，3，… などの数字を用い，各区分の中ではカンマ（ ，）を用いて区分

した． 
 

２．成句・例文 

成句と例文は ❒ を付けて示した． 
 

３．異つづり語・類義語・対義語 

パンジャービー語では標準形がいまだ整備の途上にあるため，同じ語の表記に様々な異なる

つづりが使われている．辞典の有用性を高めるため，これらの同語源・同義の異つづり語 

(variant) もできるだけ多く見出し語として立てた．見出し語の ▶ の後に，同語源・同義の異つ

づり語を示した．同語源・同義の異つづり語に限らず，空見出しの場合は，→ の後に実際に語

義が解説されている見出し語を示した．⇒ の後には異語源の類義語 (synonym) を，⇔ の

後には対義語 (antonym) を示した． 
 

４．《 》 の解説 

見出し語についての音韻，文法，百科的事項などの解説は，語義の前後に置いた 《 》 内に

示した．《 》 内の → は，その見出し語の項目に解説があることを示す． 
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５．語義の分野・範疇の表示 （五十音順） 

〖医〗病名・症状など 〖経済〗 〖数量〗数量単位 〖乗物〗 

〖イス〗イスラーム 〖言〗言語学 〖姓〗氏姓・種姓・カース 〖履物〗 

〖衣服〗 〖建築〗 ト集団など 〖ヒ〗ヒンドゥー教 

〖飲料〗 〖鉱物〗 〖政治〗 〖武〗武術・武具・武器など 

〖音〗音声学 〖国名〗 〖生物〗 〖符号〗 

〖音楽〗 〖暦〗 〖生理〗生理現象 〖仏〗仏教 

〖化学〗 〖祭礼〗 〖装〗装身具 〖物理〗 

〖家具〗 〖魚〗魚介類 〖ゾロ〗ゾロアスター教 〖舞踊〗 

〖河川〗 〖時間〗時間の単位 〖地名〗都市・州など 〖文学〗文学史・詩学・ 

〖貨単〗貨幣単位 〖ジャ〗ジャイナ教 〖調〗調理器具 修辞学など 

〖楽器〗 〖社会〗 〖地理〗 〖法〗法律・司法関係 

〖貨幣〗 〖重量〗重量の単位 〖電圧〗電圧の単位 〖枚数〗枚数の単位 

〖玩具〗 〖食品〗食材・菓子など 〖電算〗パソコン用語など 〖麻薬〗 

〖キ〗キリスト教 〖植物〗 〖天文〗 〖虫〗 

〖幾何〗 〖食器〗 〖電力〗電力の単位 〖面積〗面積の単位 

〖機械〗 〖飼料〗 〖道具〗用具も含む 〖文字〗 

〖器具〗 〖寝具〗 〖動物〗爬虫類・両生類 〖薬剤〗 

〖気象〗 〖親族〗親族名称・姻戚 なども含む 〖遊戯〗 

〖競技〗 関係 〖鳥〗 〖遊具〗 

〖距離〗距離の単位 〖身体〗 〖長さ〗長さの単位 〖容器〗 

〖儀礼〗 〖人名〗 〖布地〗 〖容量〗容量の単位 

〖金属〗 〖スィ〗スィック教 〖熱量〗熱量の単位 〖料理〗 

〖軍〗軍事 〖数学〗 〖農業〗 〖歴史〗 

 

６．文体上の特質など，スピーチ・レーベルの表示 （五十音順） 

〖擬声語〗 物の音響・音声や生き物の声などをまねて作った語 

〖口語〗 主に談話体の中で用いられる語形または表現 

〖詩語〗 詩や美文調の書き言葉で用いられる表現 

〖親愛語〗 愛情をこめて使う語形 

〖俗語〗 奇抜さや特殊な効果をねらった，標準的とは認められない表現 

〖罵言〗 相手を誹謗する罵りの言葉 

〖比喩〗 字義から発展し，これと相似したものにたとえた表現 

〖幼児語〗 幼児の発音に従った語形 
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Ⅵ．語源情報の表示 
 

語源に関連する他言語の名称を，発音表記の後の［ ］内に下記の略語で示した．語源的

に関連があると推定される他言語の語形は，言語名の略語とともに［ ］に示した．その際には，

主としてインドのパンジャーブ州言語局刊行の『パンジャービー語辞典』（全６巻）ਪੰਜ ਬੀ 
ਕੋਸ਼ ( I‐VI ), ਭ ਸ਼  ਦਵਭ ਗ ਪੰਜ ਬ, ਪਦਟਆਲ , (1955-1983) に依拠した．とはいえ，必ずしも

適切な語形が示されているとは限らないため，これは語源の記述というよりも，一つの

参考情報と考えていただきたい．『パンジャービー語辞典』では，語源と推定される語形を表

記する文字が各巻で異なり，統一されていない．本辞典では，サンスクリット語やプラークリット

語などにはデーヴァナーガリー文字を，アラビア語やペルシア語などについては John T. 
Platts, A Dictionary of Urdu, Classical Hindi, and English, Oxford University Press, (1884) 
などを参考にして便宜的な転写記号を用いた．アラビア系の文字で表記されるウルドゥー語で

は発音上区別しないもの，例えば，ت と ط は [t] で， ح と  ہ は [h] で示した．不完
全な表記ではあるが，見出し語ではすべて ਕ [k] と表記されてしまって表面には現れない，
語源上の  ک [k] と ق [q] の区別などを確認する程度の役には立つかもしれない． ع 
には [`] を，また ء には [ʰ] の記号を用いた．英語を中心とする西欧諸言語からの借
用語は，その原語でのつづりを示した． 

なお，語源に関連して語を構成要素に分解して示す場合は，各要素の間に＋を挟んだ．た

だし，接辞（接頭辞・接尾辞）には，＋ではなく - （ハイフン）を用いた．接辞との結び付きが

特に強い語は，要素に分解せずにそのままの形を示した場合がある． 

＋または - から後の部分のみを示した表記は，重複を避けて共通部分を省略したもので

ある．省略された前の部分は，上に遡った見出し語の［ ］の中にある． 

 

〈言語名の略語〉 （アルファベット順） 
 

 

〈その他の略語〉   cf. …を参照せよ       bf. …からの借用  

 

Apb. アパブランシャ語 Heb. ヘブライ語 Pkt. プラークリット語 

Arab. アラビア語 Hin. ヒンディー語 Portug. ポルトガル語 

Ass. アッサム語 Jap. 日本語 Sind. スィンディー語 

Ben. ベンガル語 Kash. カシュミーリー語 Skt. サンスクリット語 

Chin. 中国語 Lat. ラテン語 Spa. スペイン語 

Eng. 英語 Mar. マラーティー語 Tam. タミル語 

Fre. フランス語 Nep. ネパール語 Tel. テルグ語 

Ger. ドイツ語 Ori. オリヤー語 Tib. チベット語 

Grk. ギリシア語 Pal. パーリ語 Turk. トルコ語 

Guj. グジャラーティー語 Pers. ペルシア語 Urd. ウルドゥー語 



xvi 

 

Ⅶ．方言の表示 

本辞典では，パンジャーブ州言語局刊行の『パンジャービー語辞典』（Ⅵ.を参照）に見出し語

として名称が記されている下記の方言を収録した．ただし,この辞典が見出しに取り上げている方

言がパンジャービー語のすべての方言というわけではない．ラェーンディーは西部パンジャービ

ー語方言群を包括する総称で，ポートーハーリー方言やムルターニー方言を含んでいる．また，

バーングルー方言とブラジ・バーシャーは西部ヒンディー語に属するが，パンジャービー語と密

接な関係にあるため加えられている． 

方言名の略語も，言語名の略語と同じく，各見出しの後の［ ］内に示した．ただし方言名の略

語は，言語名の略語と区別するために，（ ）付きで示した．方言名が表示されている場合は，見

出し語がその方言に固有の語形であることを意味している．各方言そのものについての解説は，

方言名の略語の次に示したつづりを見出し語とする項目に置いた． 

 

〈方言名の略語〉 （アルファベット順） 
 

 

  

(Ban.) ਬ ਾਂਗਰ  バーングルー方言    

(Braj.) ਬਰਜ ਭ ਸ਼  ブラジ・バーシャー（ブラジュ・バーシャー）   

(Dua.) ਦ ਆਬੀ  ( ਦੋਆਬੀ )  ドゥアービー（ドーアービー）方言   

(Jat.) ਜਟਕੀ ジャタキー（ジャトキー）方言   

(Kang.) ਕ ਾਂਗੜੀ カーンガリー方言    

(Lah.) ਲਦਹੰਦੀ ラェーンディー（ラーンダー，ラフンダー）語・方言群  

  《西部パンジャービー語方言群の総称》 

(Maj.) ਮ ਝੀ マージー方言    

(Mal.) ਮਲਵ‌ਈ マルワイー方言    

(Mul.) ਮ ਲਤ ਨੀ ムルターニー方言   

(Pah.) ਪਹ ੜੀ パハーリー方言    

(Pot.) ਪੋਠੋਹ ਰੀ ポートーハーリー方言    

(Pua.) ਪ ਆਧੀ  ( ਪੋਵ ਧੀ  )  プアーディー（ポーワーディー）方言  
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ਉਸ 3 ਉੱਸਰਵਾਉਣਾ 
  
  
  
ੳ /ūṛā ウーラー/ m.〖文字〗 ３５文字のグルムキー字

母表の１番目の文字《３種の母音字 ਉ ਊ ਓ の基となる

字形．グルムキーの各文字には名称があり，単独の文

字についてもその名称で読み上げる．従って，単独の

文字の見出しについても発音要領の参考となる転写記

号表記とカタカナ表記は文字の名称となっている．残り

の文字についても同様である．各文字の名称のつづり

は，それぞれのつづりの見出し語の位置に収められて

いる． ਉ は唇を丸めて前に突き出して発音する短母音

「ウ」． ਊ は唇を丸めて前に突き出し ਉ 「ウ」よりは少し

舌を後ろに引いて発音する長母音「ウー」． ਓ は唇を

丸くし前に突き出して発音する長母音「オー」》．  
  
  
  

ਉ 
  
  
ਉਸ (उस) /usa̸ | osa ̸ ウス | オース/ ▶ਓਸ, ਹੁਸ pron. 
《 ਉਹ の後置格または能格・単数形（複数形は ਉਹਨ ਾਂ ま
たは ਉਨ੍ ਾਂ ）．３人称能格には ਨੇ を伴うが， ਆਪ 「この

方」「あの方」以外については，３人称能格に伴う ਨੇ を省

略することができる》 あれ，あの，それ，その，あの人，彼，

彼女，その人．  
ਉਸ਼ਟ (उशट) /uśaṭa ̸ ウシャト/ ▶ਉੱਠ, ਊ ਾਂਟ, ਊਠ [Skt. उष्टटर] 

m.〖動物〗（雄）ラクダ，牡駱駝．(⇒ਸ ਰ)  
ਉਸ਼ਟੰਡ (उशटंड) /uśa̸ṭaṇḍa ̸ ウシュタンド/ ▶ਅਸ਼ਟੰਡ [Eng. 

stunt] m. 1虚偽宣伝，見せかけ．(⇒ਝੂਠ ਮੂਠ, ਅਡੰਬਰ) 2
詐欺，ごまかし，いんちき．(⇒ਢੋਂਗ) 3 人をだますこと，人
をたぶらかすこと．  

ਉਸ਼ਟੰਡੀ (उशटंडी) /uśa̸ṭaṇḍī ウシュタンディー/ [-ਈ] adj. 
1 詐欺の，ぺてんの，いんちきの． 2 人をだます，人を
たぶらかす．  
━ m. 1詐欺師，ぺてん師．(⇒ਢੋਂਗੀ) 2人をだます人，
人をたぶらかす人．  

ਉਸਤਤ (उसतत) /usat̸ata ̸ ウスタト/ ▶ਉਸਤਤਤ, ਉਸਤਤੀ, 
ਅਸਤੁਤ [Skt. स्तुतत] f. 1称賛，称揚． 2賛美，賛辞． 3
〖音楽〗聖歌，賛美歌． 4推賞，美化，評価．  

ਉਸਤਤਤ (उसततत) /usa̸tati ウスタティ/ ▶ਉਸਤਤ, ਉਸਤਤੀ, 
ਅਸਤੁਤ f. → ਉਸਤਤ  

ਉਸਤਤੀ (उसतती) /usa̸tatī ウスタティー/ ▶ਉਸਤਤ, ਉਸਤਤਤ, 
ਅਸਤੁਤ f. → ਉਸਤਤ  

ਉਸਤਰ  (उसतरा) /usa̸tarā ウスタラー/ [Pers. usturā] m. 
1〖道具〗剃刀（かみそり）．(⇒ਰੇਜ਼ਰ) ❒ਉਸਤਰ  ਫੇਰਨ  
剃刀を当てる，ひげを剃る，だます． ❒ਉਸਤਤਰਆਾਂ ਦੀ 
ਮ ਲ  剃刀の刃の連なったもの，危機に瀕した状態，危
ない仕事． ❒ਤਪਤ  ਜੀ ਨੇ ਮੂੰਹ ਤੇ ਬੁਰਸ਼ ਨ ਲ ਸ ਬਣ ਮਤਲਆ ਤੇ 
ਉਸਤਰ  ਫੜ ਕੇ ਸ਼ੇਵ ਕਰਨ ਲੱਗੇ੤ お父さんは顔にブラシで石鹸
を塗って剃刀を握ってひげを剃り始めました． 2〖比
喩〗悪賢い人，狡猾な人．  

ਉਸਤ ਕ ਰ (उसताकार) /usat̸ākāra̸ ウスターカール/ m. 1

教師，指導者．(⇒ਉਸਤ ਦ, ਤਸਤਿਅਕ, ਅਤਿਆਪਕ) 2熟練し
た人，専門家．(⇒ਹੁਨਰਮੰਦ, ਮ ਹਰ) 3 師匠，名手，名人，
熟練した職人．  

ਉਸਤ ਦ (उसताद) /usat̸āda ̸ ウスタード/ [Pers. ustād] m. 
1教師，指導者．(⇒ਤਸਤਿਅਕ, ਅਤਿਆਪਕ) 2師匠，名手，
名人，熟練した職人． 3第一人者，秀でた人． 4悪者，
したたか者．  

ਉਸਤ ਦਗੀ (उसतादगी) /usat̸ādag̸ī ウスタードギー / 
[Pers.-gī] f. 1教職．(⇒ਅਤਿਆਪਨ) 2熟達，熟練． 3機
敏さ． 4狡猾．  

ਉਸਤ ਦਣੀ (उसतादणी) /usat̸ādaṇ̸ī ウスタードニー/ ▶
ਉਸਤ ਦਨੀ, ਉਸਤ ਨੀ [-ਣੀ] f. 1女性教師．(⇒ਅਤਿਆਪਕ ) 2
教師の妻．  

ਉਸਤ ਦਨੀ (उसतादनी) /usa̸tādan̸ī ウスタードニー/ ▶
ਉਸਤ ਦਣੀ, ਉਸਤ ਨੀ f. → ਉਸਤ ਦਣੀ  

ਉਸਤ ਦੀ (उसतादी) /usa̸tādī ウスターディー/ [Pers. 
ustād -ਈ] f. 1教職．(⇒ਅਤਿਆਪਨ) 2熟達，熟練． 3機
敏さ． 4狡猾． ❒ਉਸਤ ਦੀ ਕਰਨੀ だます．  

ਉਸਤ ਨੀ (उसतानी) /usat̸ānī ウスターニー/ ▶ਉਸਤ ਦਣੀ, 
ਉਸਤ ਦਨੀ f. → ਉਸਤ ਦਣੀ  

ਉਸਦ  (उसदा) /usa̸dā | osa̸dā ウスダー | オースダー/ ▶
ਉਹਦ , ਓਹਦ  pron. 《 ਉਸ ਦ  の結合形で，３人称単数代
名詞 ਉਹ の属格》あれの，それの，あの人の，彼の，彼

女の．  
ਉਸ਼ਨ (उशन) /uśana ̸ ウシャン/ [Skt. उष्टण] adj. 1熱い，
熱せられた．(⇒ਤੱਤ ) 2激しい，するどい． 3活発な．  

ਉਸ਼ਨ ਕ (उशनाक) /uśa̸nāka ̸ ウシュナーク / [Pers. 
hośnāk] adj. 1賢い，賢明な． 2聡明な，知的な． 3
鋭敏な． 4機知に富んだ． 5利口な．  

ਉਸ਼ਨ ਕੀ (उशनाकी) /uśa̸nākī ウシュナーキー/ [-ਈ] f. 1
賢さ，知恵． 2聡明さ，知力．  

ਉਸਨੂੰ  (उसन ूँ) /usa̸nu ̄̃ | osa̸nu ̄̃ ウスヌーン | オースヌーン/ 
▶ਉਹਨੂੰ  pron. 《 ਉਸ ਨੂੰ  の結合形》あれを，あれに，それを，
それに，あの人を，あの人に，彼を，彼に，彼女を，彼女

に．  
ਉਸ਼ਬ  (उशबा) /uśa̸bā ウシュバー/ [Arab. uśba] m.
〖植物〗サルサパリラ《約３５０種が全世界に分布する熱

帯性のつる植物．血液浄化作用に優れ，ヨーロッパでは

１６世紀に梅毒の治療薬として用いられた》． (⇒

ਸ ਰਸਪਰੇਲ )  
ਉਸ਼ਰ (उशर) /uśara ̸ ウシャル/ [Arab. uśar] m. 1 １割，
１０分の１． 2〖経済〗十分の一税．(⇒ਦਸਵੰਿ)  

ਉਸਰਈਆ (उसरईआ) /usa̸raīā ウスライーアー/ [cf. 
ਉੱਸਰਨ ] m. 1建設者． 2製造者． 3創立者． 4建
造者，建設業者． 5建築家，設計者．  

ਉੱਸਰਨ  (उस्सरना) /ussara̸nā ウッサルナー / [Skt. 
उत्सरतत] vi. 1 建つ，建設される，築かれる．(⇒ਇਮ ਰਤ 
ਬਣਨ ) 2 作られる．(⇒ਬਣਨ ) 3 上がる，上昇する．(⇒

ਉੱਪਰ ਨੂੰ  ਉੱਠਣ ) 4増大する，増加する，増強される．(⇒

ਵਿਣ ) 5成長する，発展する．(⇒ਉੱਨਤ ਹੋਣ )  
ਉਸਰਵ ਉਣ  (उसरवाउणा) /usaraw̸āuṇā ウサルワーウナ
ー/ ▶ਉੱਸਰਵ ਉਣ  vt. → ਉੱਸਰਵ ਉਣ   

ਉੱਸਰਵ ਉਣ  (उस्सरवाउणा) /ussara̸wāuṇā ウッサルワー
ウナー/ ▶ਉਸਰਵ ਉਣ  [cf. ਉੱਸਰਨ ] vt. 1建てさせる，築



アーモンド 805 あげる 

  
  

あ行 
  
アーモンド ਬਦਾਮ badāma ̸ バダーム  
アーンドラ・プラデーシュしゅう〖アーンドラ・プラ
デーシュ州〗ਆਂਧਰਾ ਪ੍ਰਦੇਸ਼ a  ̄̃̂darā pradeśa̸ アーンダラ
ー プラデーシュ  
あい〖愛〗ਪਪ੍ਆਰ piāra̸ ピアール, ਪ੍ਰੇਮ parema̸ パレ
ーム  
あいかわらず〖相変わらず〗ਹਮੇਸ਼ਾਂ hameśa   ハメー
シャーン, ਸਦਾ sadā サダー  
あいきょうのある〖愛嬌のある〗（明朗快活な）
ਖ਼ੁਸ਼ਪਮਜਾਜ xuśa̸mizāja ̸ クシュミザージ  （社交的な） 
ਪਮਲਾਪ੍ੜਾ milāpa̸ṛā ミラープラー  
あいこくしん〖愛国心〗ਦੇਸ਼-ਪ੍ਰੇਮ deśa-̸parema̸ デー
シュ・パレーム, ਵਤਨਪ੍ਰਸਤੀ watanap̸arasa̸tī ワタンパラス
ティー  
あいさつ〖挨拶〗ਸਲਾਮ salāma̸ サラーム , ਸੰਬੋਧਨ 
sambôdana ̸ サンボーダン, ਸਲਟੂ salūṭa̸ サルート 
あいじょう〖愛情〗ਪਪ੍ਆਰ piāra̸ ピアール , ਪ੍ਰੇਮ 
parema̸ パレーム  
あいず〖合図〗ਇਸ਼ਾਰਾ iśārā イシャーラー , ਸੰਕੇਤ 
saṅketa ̸ サンケート  
アイスクリーム ਕ਼ੁਲਫ਼ੀ kula̸fī クルフィー  
あいする〖愛する〗ਪਪ੍ਆਰ ਕਰਨਾ piāra̸ kara̸nā ピア
ール カルナー  
あいそのよい〖愛想のよい〗ਹਸਮ਼ੁਖ hasa̸mukʰa̸ ハ
スムク, ਤਰ਼ੁਠਵਾਂ taruṭʰa̸wa   タルトワーン  
あいた〖空いた〗ਖਾਲੀ xālī カーリー  
あいだ〖間〗（時間） ਵਕਫ਼ਾ waka̸fā ワクファー （距離） 
ਦੂਰੀ dūrī ドゥーリー （空間） ਅਵਕਾਸ਼ awa̸kāśa ̸ アウカ
ーシュ  
あいて〖相手〗（仲間） ਸਾਥੀ sātʰī サーティー （敵） 
ਦ਼ੁਸ਼ਮਨ duśa̸mana̸ ドゥシュマン  
アイディア （考え） ਸੋਚ soca̸ ソーチ, ਪਵਚਾਰ vicāra̸ ヴ
ィチャール, ਪਖਆਲ xiāla ̸ キアール （思いつき） ਸ਼ੁੁੱਝ 
sûjja ̸ スッジ, ਉੱਕਤ ukkata ̸ ウッカト, ਫ਼ੁਰਨਾ pʰura̸nā プ
ルナー  
あいている〖開いている〗ਖ਼ੁੁੱਲਹਾ kʰûllā クッラー  
あいている〖空いている〗ਖਾਲੀ xālī カーリー （自
由な） ਫ਼ਾਰਗ਼ fāraǧa̸ ファーラグ  
あいま〖合間〗ਵਕਫ਼ਾ waka̸fā ワクファー  
あいまいな〖曖昧な〗ਅਸਪ੍ਸ਼ਟ asapaśa̸ṭa ̸ アサパシュ
ト  
アイロン ਇਸਤਰੀ isa̸tarī イスタリー  
あう〖会う〗ਪਮਲਨਾ mila̸nā ミルナー  
あう〖合う〗（一致する） ਮੇਲ ਖਾਣਾ mela ̸kʰāṇā メー
ル カーナー （合わさる） ਪਮਲਨਾ mila̸nā ミルナー （適
合する） ਅਨ਼ੁਕੂਲ ਹੋਣਾ anukūla ̸hoṇā アヌクール ホーナ

ー  
あえぐ〖喘ぐ〗ਘਰਕਣਾ kǎra̸kaṇā カルカナー, ਹਫਣਾ 
hapʰaṇā ハパナー, ਹੌਂਕਣਾ hãũkaṇā ハォーンカナー  
あお〖青〗ਨੀਲ nīla ̸ ニール  

あおい〖青い〗ਨੀਲਾ nīlā ニーラー （顔色などが） 
ਰੁੱਤਹੀਨ ratta̸hīna ̸ ラットヒーン, ਪ੍ੀਲਾ pīlā ピーラー  
あおぐ〖扇ぐ〗ਝੁੱਲਣਾ cǎllaṇā チャッラナー  
あおじろい〖青白い〗ਭ਼ੁੁੱਸਾ pǔssā プッサー  
あか〖赤〗ਲਾਲੀ lālī ラーリー  
あかい〖赤い〗ਲਾਲ lāla ̸ ラール  
あかくなる〖赤くなる〗ਲਾਲ ਹੋਣਾ lāla ̸ hoṇā ラール 

ホーナー  
あかじ〖赤字〗ਵੁੱਟਾ-ਖਾਤਾ waṭṭā-kʰātā ワッター・カータ
ー  
あかちゃん〖赤ちゃん〗ਬੇਬੀ bebī ベービー  
あかり〖明かり〗ਰੋਸ਼ਨੀ rośa̸nī ローシュニー, ਚਾਨਣ 
cānaṇa̸ チャーナン  
あがる〖上がる〗（上の方へ行く） ਚੜਹਨਾ câṛa̸nā チ
ャルナー （増加する） ਵਧਣਾ wâdaṇ̸ā ワドナー 
あかるい〖明るい〗ਉੱਜਲ ujjala̸ ウッジャル （性格が） 
ਰੌਣਕੀ rauṇakī ラォーナキー  
あかワイン〖赤ワイン〗ਰ ੱਡ ਵਾ‌ਇਨ raiḍḍa̸ wāina ̸
ラェーッド ワーイン  
あき〖空き〗（透き間） ਪਵਰਲ virala̸ ヴィラル （余地） 
ਅਵਕਾਸ਼ awa̸kāśa̸ アウカーシュ  
あき〖秋〗ਸ਼ਰਤ śarata ̸ シャラト  
あきびん〖空きびん〗ਖਾਲੀ ਬੋਤਲ xālī botala ̸ カーリ
ー ボータル  
あきらかな〖明らかな〗ਸਪ੍ਸ਼ਟ sapaśa̸ṭa ̸ サパシュト, 
ਜਾਹਰ za ̄̃̂ra̸ ザール  
あきらかに〖明らかに〗ਬਜਾਹਰ baza ̄̃̂ra̸ バザール  
あきらめる〖諦める〗ਛੁੱਡਣਾ cʰaḍḍaṇā チャッダナー  
あきる〖飽きる〗ਉਕਤਾ‌ਉਣਾ uka̸tāuṇā ウクターウナー  
あく〖悪〗ਬ਼ੁਰਾ‌ਈ burāī ブラーイー  
あく〖開く〗ਖ਼ੁੁੱਲਹਣਾ kʰûllaṇā クッラナー  
あく〖空く〗ਖਾਲੀ ਹੋਣਾ xālī hoṇā カーリー ホーナー  
あくい〖悪意〗ਮੰਦਭਾਵਨਾ manda̸pa ̄̌va̸nā マンドパーヴ
ナー  
あくじ〖悪事〗ਬਦਮਾਸ਼ੀ bada̸māśī バドマーシー  
あくしゅ〖握手〗ਹੈਂਡਸ਼ੇਕ hãĩḍa̸śeka̸ ハェーンドシェーク  
アクセサリー ਜੇਵਰ zewara̸ ゼーワル  
アクセント  ਲਪਹਜਾ laîjā ラ ェージャー , ਸ਼ੁਰਾਘਾਤ 
surāka ̄̌ta̸ スラーカート  
あくび ਉਬਾਸੀ ubāsī ウバースィー  
あくま〖悪魔〗ਸ਼ਤਾਨ śatāna ̸ シャターン, ਦੈਂਤ dãĩta ̸ ダ
ェーント, ਪਪ੍ਸ਼ਾਚ piśāca̸ ピシャーチ  
あくめい〖悪名〗ਬਦਨਾਮੀ bada̸nāmī バドナーミー , 
ਖ਼ੁਨਾਮੀ kʰunāmī クナーミー  
あぐら〖胡座〗ਚੌਂਕੜੀ cãũka̸ṛī チャォーンクリー, ਪ੍ਥੁੱਲਾ 
patʰallā パタッラー  
あけがた〖明け方〗ਪ੍ਰਭਾਤ para̸ba ̄̌ta̸ パルバート , 
ਸਾਹਜਰਾ sa ̄̃̂jarā サージャラー  
あける〖開ける〗ਖੋਲਹਣਾ kʰôlaṇā コーラナー  
あける〖空ける〗ਖਾਲੀ ਕਰਨਾ xālī kara̸nā カーリー カ

ルナー  
あげる〖上げる〗ਚੜਹਾ‌ਉਣਾ caṛa ̄̌uṇā チャラーウナー 
（与える） ਦੇਣਾ deṇā デーナー  
あげる〖揚げる〗ਤਲਣਾ tala̸ṇā タルナー  
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